
 

【 取 扱 説 明 書 】 
 

 

小 型 瞬 時 ・ 積 算  デ ュ ア ル  指 示 計 

 

 

Ｍ Ｏ Ｄ Ｅ Ｌ ： Ｓ Ｐ － ４ ８ １ Ａ シ リ ー ズ  

 

 

シリーズ名 出力 入力 電源 機  能 

ＳＰ－４８１Ａ 無記     警報出力（オープンコレクタ出力） 

 Ｐ２     警報出力（フォトモスリレー出力） 

ＡＶ    アナログ電圧出力（ＤＣ1～5V，0～5V，0～10V）
 

ＡＩ    アナログ電流出力（ＤＣ4～20mA） 

無記   ＮＰＮオープンコレクタパルス入力 

Ｆ   電圧パルス入力 

Ａ２   アナログ電流入力（ＤＣ４～２０ｍＡ） 

Ａ３   アナログ電圧入力（ＤＣ１～５Ｖ） 

Ａ４   アナログ電圧入力（ＤＣ０～５Ｖ） 

 

Ａ５   アナログ電圧入力（ＤＣ０～１０Ｖ） 

無記  ＡＣフリー電源（AC85～264V） 
  

ＤＣ  ＤＣ電源（DC12～24V） 

 

 

ユ ー ア イ ニ ク ス 株 式 会 社  

 

                                                                【  第 2版   2012. 4. 9 】  

                                                                         @SP-481A(2)<B4> 

 

 

 １ ． ご 使 用 に 際 し て の 注 意 事 項 と お 願 い  

 

 こ の 度 は 、 弊 社 製 品 を お 買 い 上 げ い た だ き 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 製 品 を 安 全 に ご 使 用  

 い た だ く た め 、 下 記 の 注 意 事 項 と 本 書 を ご 一 読 さ れ ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 注 意  

  １ ． 電 源 電 圧 は 仕 様 範 囲 内 で 使 用 し て く だ さ い 。  

  ２ ． 負 荷 は 定 格 以 下 で 使 用 し て く だ さ い 。  

    ３ ． 直 射 日 光 は さ け て 使 用 し て く だ さ い 。  

  ４ ． 可 燃 性 ガ ス や 発 火 物 の あ る 場 所 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。  

  ５ ． 定 格 を こ え る 温 湿 度 の 場 所 や 結 露 の 起 き や す い 場 所 で は 使 用 し な い で く だ さ い 。  

  ６ ． 本 体 に 激 し い 振 動 や 衝 撃 を 与 え な い で く だ さ い 。  

  ７ ． 本 体 に 金 属 粉 ・ 埃 ・ 水 等 が 入 ら な い よ う に し て く だ さ い 。  

  ８ ． 電 源 配 線 時 は 感 電 等 の 事 故 に 注 意 し て く だ さ い 。  

  ９ ． 通 電 中 は 端 子 に 触 ら な い で く だ さ い 。 感 電 の お そ れ が あ り ま す 。  

 １ ０ ． 電 源 を 入 れ た 状 態 で 分 解 し た り 内 部 に 触 れ た り し な い で く だ さ い 。  

    感 電 の お そ れ が あ り ま す 。  

 

 保 証 期 間 と 保 証 範 囲 に つ い て  

 

   １ ． 保 証 期 間  

   納 入 品 の 保 証 期 間 は 引 渡 し 日 よ り １ 年 間 と さ せ て い た だ き ま す 。  

 

  ２ ． 保 証 範 囲  

   上 記 保 証 期 間 中 に 当 社 の 責 任 に よ る 故 障 を 生 じ た 場 合 は 、 当 社 工 場 内 に て 無 償 修 理 さ せ て  

   い た だ き ま す 。 た だ し 、 下 記 に あ げ ま す 事 項 に 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 保 証 対 象 範 囲 か ら 除    

外 さ せ て い た だ き ま す の で ご 了 承 く だ さ い 。  

    ①  本 取 扱 説 明 書 ま た は 仕 様 書 等 に よ る 契 約 以 外 の 使 用 に よ る 故 障  

    ②  当 社 の 了 解 な し に お 客 様 に よ る 改 造 ま た は 修 理 に よ る 故 障  

    ③  故 障 の 原 因 が 当 社 納 入 品 以 外 の 事 由 に よ る 故 障  

    ④  設 計 仕 様 条 件 を こ え た 保 管 ・ 移 送 ま た は 使 用 に よ る 故 障  

    ⑤  火 災 、 水 害 、 地 震 、 落 雷 、 そ の 他 天 災 地 変 に よ る 故 障  

 

 

 

 

 

 ２ ． 仕  様  

 

項  目 仕     様 

 測定方式  周期計測演算方式 
 

 ＬＯＷカット  最大入力周波数の０～２９％（任意に設定）以下の入力をソフトにて無視 

 表示精度 
 ±０ .０ ５ ％  ｒ ｄ ｇ ． ±１ digit（ 表 示 サ ン プ リ ン グ 0.5秒 以 上 、 パ ル ス 入 力 時 ）  

 ±０ .３ ％  Ｆ ． Ｓ ．  ±１ digit（ 表 示 サ ン プ リ ン グ 0.5秒 以 上 、 ア ナ ロ グ 入 力 時 ）

 表示器  赤色ＬＥＤ４桁（上段）表示 文字高：7mm （表示範囲０～９９９９） 

 入力換算器  最大入力周波数と最大周波数入力時の表示値を設定 

 小数点以下表示  小数点以下１桁～３桁まで表示選択可能 

 オーバー表示  ９９９９点滅表示 

 最下位桁表示  リアル表示、０固定表示、０または５を表示 のいずれかを選択 

 表示サンプリング時間  表示を０.０～９９.９秒（任意に設定）で平均化 

 オートゼロ時間  入力停止後０.１～９９.９秒 （任意に設定）後に表示を０ 

 

 

 

 

 瞬

 時

 計

 測

 表示ブランク  ブ ラ ン ク す る ／ し な い を 選 択  ブ ラ ン ク す る を 選 択 時 、 瞬 時 計測に関係するＬＥＤは すべて消灯

 表示精度 
 パルス入力時、換算器１において±０（ＬＯＷカット率０％において） 

 アナログ入力時、±０.３％Ｆ.Ｓ. ±１digit 

 表示器  緑色ＬＥＤ５桁（下段）表示 文字高：7mm （表示範囲０～９９９９９） 

 入力換算器  最大入力周波数と１時間当たりの最大積算値を設定 

 小数点以下表示  小数点以下１桁～４桁まで表示選択可能 

 オーバー表示 
 ９９９９９点滅表示、５桁エンドレス表示、１０桁エンドレス表示 

（アップキーＯＮの間、上位６～１０桁目を表示）より選択 

 積算同期パルス出力 
 積算表示と同期   同 期 出 力 桁 １ ～ ５ 桁 、 出 力 幅 ０ .０ １ ～ ２ 秒 で 任 意 に 設 定

 （設定により警報出力ＯＵＴ１が積算同期パルス出力として機能します） 

 リセット  リセットキー入力及び、後面端子台入力により内部カウンタをリセット 

 

 

 

 

 

 

 積

 算

 計

 測

 表示ブランク  ブ ラ ン ク す る ／ し な い を 選 択  ブ ラ ン ク す る を 選 択 時 、 積 算 計 測 に 関 係 す る Ｌ Ｅ Ｄ は す べ て 消 灯

 
 標準  ＮＰＮオープンコレクタパルス入力（MIN１０mA以上）または無電圧接点 

 オプション（Ｆ）  電圧パルス入力：LOW ２.０Ｖ以下 HI ３ .８～３０Ｖ 

 オプ ショ ン （Ａ ２ ）  アナログ電流入力（ＤＣ４～２０ｍＡ） 

 オプ ショ ン （Ａ ３ ）  アナログ電圧入力（ＤＣ１～５Ｖ） 

 オプ ショ ン （Ａ ４ ）  アナログ電圧入力（ＤＣ０～５Ｖ） 

 オプ ショ ン （Ａ ５ ）  アナログ電圧入力（ＤＣ０～１０Ｖ） 

 入力温度特性  ±２００ｐｐｍ／℃ 

 入力応答  HI：0.01Hz～10kHz LOW：0.01Hz～50Hz （但し duty５０％時） 

 
 
 
セ

 ン

 サ

 入

 力

 センサ電源  ＤＣ＋２４Ｖ（±１０％） ３０mA  MAX（安定化）出力 

 出力形式 
 上限値及び下限値（任意に設定）と比較により判定出力 出力幅は設 

 定値を任意に選択 

 出力方式 （ 標 準 ）  ＮＰＮオープンコレクタ出力２段 最大定格：ＤＣ３０Ｖ ５０mA 

 オプション（ Ｐ ２）

 フォトモスリレー出力２段 

   定格負荷電流：８０mA  MAX 

     負荷電圧：ＡＣ１４０Ｖ、ＤＣ３０Ｖ MAX 

 出力表示 
 各警報出力中ＯＵＴ１、ＯＵＴ２ＬＥＤランプ点灯 

 （積算同期出力機能中は、警報出力としてのＯＵＴ１は機能停止） 

 出力リセット  リセットキー及び端子台リセット入力 ５０ms以上ＯＮ 

 

 

 

 

 

 警

 報

 出

 力

 判定出力禁止時間
 電源ＯＮ時及びリセット後、選択された時間内は警報出力機能停止 

 判定出力禁止時間は設定値を任意に選択 

 電流出力 

 オプション（ Ａ Ｉ）

 ＤＣ４～２０mA 

 負荷抵抗５００Ω以下 

 電圧出力 

 オプション（ Ａ Ｖ）

 ＤＣ１～５Ｖ，０～５Ｖ，０～１０Ｖ（任意に選択） 

 負荷抵抗１kΩ以上 

 出力精度  表示値に対し±０.３％Ｆ.Ｓ.以内（２３℃） 

 出力温度特性  ±１００ｐｐｍ／℃ 

 
 
 ア

 ナ

 ロ

 グ

 出

 力
 出力応答時間  約４０ms（アナログ変化が０％から９０％まで変化する時間） 

 禁止入力  選択時、後面端子台ＯＮの間、センサ入力を無視 
 外
 部
 入
 力  表示ホールド入力  選択時、後面端子台ＯＮの間、現在の計測値を保持 

 電源  ＡＣ８５～２６４Ｖ ５０／６０Hz（フリー電源） 

 オプション（ Ｄ Ｃ）  ＤＣ１２～２４Ｖ（±１０％） 

 消費電力  ＡＣタイプ：約１３ＶＡ以下 ／ ＤＣタイプ：約７Ｗ以下 

 デ ー タ バ ッ ク ア ッ プ
各モード設定値および積算計測値をＦＲＡＭに書き込み 

（書き換え回数１０万回以内、約１０年間保持） 

 使用温湿度範囲  ０～５０℃ ３０～８０％RH（但し、結露しないこと） 

 そ
 の
 他

 質量・外形寸法  約１４５ｇ  Ｗ４８×Ｈ４８×Ｄ１０７mm 



 

 ３ ． 外 形 寸 法 図  

 

 

 外 形 寸 法 図                                                                   図 １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パ ネ ル カ ッ ト 寸 法 と 取 り 付 け 間 隔                           図 ２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ ． 指 示 計 （ メ ー タ ） の 取 り 付 け 及 び 端 子 台 配 線 方 法  

 

 指 示 計 （ メ ー タ ） の 取 り 付 け か た  

 

  １ ．                         パ ネ ル カ ッ ト し て 、 前 面 よ り 指 示 計  

                             （ メ ー タ ） を 挿 入 し て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

                                                          図 ３  

 

 

 

  ２ ．                                         背 面 よ り 固 定 具 を ス ラ イ ド さ せ て 、 本  

                        体 を 固 定 し て く だ さ い 。 こ の 時 、 固 定  

                        が ゆ る い 場 合 は ビ ス を 少 し 締 め て く だ  

                        さ い 。  

 

                                                       線 材 を 取 り 付 け た り 外 し た り  

                                                       す る 場 合 は 、 こ の 部 分 を ド ラ  

                                                       イ バ ー 等 で 押 し な が ら 行 っ て  

                                                       く だ さ い 。  

                                                     （ 固 い 単 芯 線 を 差 し 込 む 時 は  

                            押 さ ず に 差 し 込 み 可 能 で す 。 ）  

 

 

                                                    線 材    単 線 φ 0.4～ φ 1.2mm 

     図 ４                                                 (A W G 2 6 ～ 1 8 ) 

                                                           撚 線  0.3～ 0.75mm２
 

                                                            (A  W  G  2  2  ～ 2 0  ) 

 

    ・ 板 厚 ０ .８ mm～ ４ .０ mm の パ ネ ル に 取 り 付 け て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ ． デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設 定  

 

  

 パ ル ス 入 力 タ イ プ は 、 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ （ Ｄ Ｓ Ｗ ） の 設 定 に よ り 入 力 周 波 数 及 び オ ー プ ン  

 コ レ ク タ パ ル ス 入 力 、 電 圧 パ ル ス 入 力 の 切 り 換 え が で き ま す 。  

 （ ア ナ ロ グ 入 力 オ プ シ ョ ン 時 は 出 荷 時 の 設 定 で お 使 い く だ さ い ）  

  

                                                                           表 １  

 １ ２ ３ ４ ＯＮ ⇔ ＯＦＦ

 入力周波数 ５０Ｈｚ以下 － － － ＯＮ

 入力周波数 １０ｋＨｚ以下 － － － ＯＦＦ

 電圧パルス入力 ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ － 

 オープンコレクタ入力 ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ － 

 

 

 

 

 アナログ入力（オプション） ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒色が設定側

 

 

   指 示 計 （ メ ー タ ） 後 面 の 角 穴 に デ ィ ッ プ ス イ ッ チ が あ り ま す 。  

 

 

 ６ ． 入 力 回 路 の 構 成  
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 ７ ． フ ロ ン ト 部 の 各 名 称 と そ の 機 能  

 

 

                                       図 ９  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 瞬 時 計 測 表 示 器  

 ② 積 算 計 測 表 示 器  
 

   １ ） 計 測 時 に ① （ Ａ ～ Ｄ ） は 瞬 時 計 測 値 を 表 示 し 、 ② （ Ｅ ～ Ｉ ） は 積 算 計 測 値 を 表 示  

     し ま す 。  
 

   ２ ） モ ー ド 設 定 時 は 次 の 表 示 を し ま す 。  

      瞬 時 計 測 表 示 器 （ Ｃ 、 Ｄ ） ・ ・ ・ ・ ・ モ ー ド Ｎ ｏ .を 表 示  

      積 算 計 測 表 示 器 （ Ｆ ～ Ｉ ） ・ ・ ・ ・ ・ モ ー ド 設 定 値 を 表 示  
 

   ３ ） 警 報 出 力 （ Ｏ Ｕ Ｔ １ ,Ｏ Ｕ Ｔ ２ ） の プ リ セ ッ ト 値 設 定 時 は 次 の 表 示 を し ま す 。  

      瞬 時 計 測 表 示 器 （ Ｂ ～ Ｄ ） ・ ・ ・ ・ ・ Ｏ Ｕ Ｔ Ｎ ｏ .を 表 示  

      積 算 計 測 表 示 器 （ Ｅ ～ Ｉ ） ・ ・ ・ ・ ・ プ リ セ ッ ト 値 を 表 示  
 

   ４ ） 表 示 オ フ セ ッ ト 値 設 定 （ 積 算 計 測 の み の 機 能 ） 時 は 次 の 表 示 を し ま す 。  

      瞬 時 計 測 表 示 器 （ Ｂ ～ Ｄ ） ・ ・ ・ ・ ・ ｏ Ｆ Ｆ を 表 示  

      積 算 計 測 表 示 器 （ Ｅ ～ Ｉ ） ・ ・ ・ ・ ・ 表 示 オ フ セ ッ ト 値 を 表 示  

 

 ③ ・ ④ 警 報 出 力 ラ ン プ  
 

   １ ） 各 警 報 出 力 （ Ｏ Ｕ Ｔ １ 、 Ｏ Ｕ Ｔ ２ ） が 出 力 中 に 点 灯 し ま す 。  
 

   ２ ） 同 期 パ ル ス 出 力 時 は 、 出 力 中 に Ｏ Ｕ Ｔ １ ラ ン プ が 点 灯 し ま す 。  

 

 ⑤ モ ー ド キ ー     M    
 

   ・ 各 設 定 の 呼 び 出 し 、 及 び 設 定 Ｎ ｏ ． の 切 り 換 え 時 に 使 用 し ま す 。  
 

     １ ）   M   ＋       ２ 秒 以 上 Ｏ Ｎ ・ ・ ・ モ ー ド 設 定 の 呼 び 出 し  

                   （ 設 定 中    M   Ｏ Ｎ  →  モ ー ド Ｎ ｏ ． 切 り 換 え ）  
 

     ２ ）   M   ２ 秒 以 上 Ｏ Ｎ  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 警 報 出 力 プ リ セ ッ ト 値 設 定 の 呼 び 出 し  

                   （ 設 定 中    M   Ｏ Ｎ  →  Ｏ Ｕ Ｔ Ｎ ｏ ． 切 り 換 え ）  
 

     ３ ）   M   ＋   ∧   ２ 秒 以 上 Ｏ Ｎ ・ ・ ・ 表 示 オ フ セ ッ ト 値 設 定 の 呼 び 出 し  

 

 ⑥ シ フ ト キ ー          
 

   ・ 各 設 定 中 、 点 滅 表 示 し て い る 桁 を 右 へ 移 動 さ せ ま す 。  

 

 ⑦ ア ッ プ キ ー     ∧    
 

   １ ） 各 設 定 中 、 点 滅 表 示 し て い る 数 字 を 変 更 し ま す 。 こ の キ ー を 押 す 度 に １ ず つ 数 値 が  

     上 が り ま す 。  
 

   ２ ） 積 算 計 測 時 で オ ー バ ー 表 示 を １ ０ 桁 エ ン ド レ ス に 選 択 さ れ て い る 場 合 は 、 こ の キ ー  

     を 押 し て い る 間 、 積 算 オ ー バ ー し て い る 上 位 ５ 桁 を 表 示 し ま す 。  

 

 ⑧ リ セ ッ ト キ ー    RES   
 

   １ ） 計 測 中 は 積 算 計 測 を リ セ ッ ト し ま す 。 （ 瞬 時 計 測 は リ セ ッ ト し ま せ ん ）  

     各 警 報 出 力 も 解 除 し ま す 。  
 

   ２ ） 各 設 定 中 は 、 設 定 値 を 登 録 し 、 計 測 表 示 に 戻 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８ ． 端 子 台 の 接 続 方 法  

 

 

                                                                           図 １ ０  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                    ※ 端 子 台 １ ０ 番 に は 何 も つ な が な い で く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ！     

 

・ 接 続 す る 前 の 注 意 事 項  
 

  １ ） 電 源 入 力 の 確 認  

        入 力 電 圧 仕 様 （ 端 子 台 ラ ベ ル 上 の Ａ Ｃ ま た は Ｄ Ｃ の 黒 マ ー キ ン グ ） を 今 一 度 ご 確 認 く

    だ さ い 。 間 違 え ま す と 、 本 体 内 部 の 保 護 部 品 な ど が 破 損 し ま す の で ご 注 意 く だ さ い 。  
 

  ２ ） Ｄ Ｃ 電 源 入 力 の 場 合  

    誤 っ て  ＋  －  を 逆 に 接 続 し た 場 合 、 内 部 の 保 護 回 路 が 働 き 逆 電 流 を 止 め ま す 。  

    こ の 時 は 、 接 続 を 外 し 約 ３ ０ 秒 後 に 正 し い  ＋  －  の 接 続 を し て く だ さ い 。  

    正 常 に 動 作 し ま す 。  
 

  ３ ） セ ン サ の 種 類 に よ り 入 出 力 の 配 線 が 異 な っ て き ま す の で 、 上 記 （ Ａ ～ Ｄ ） の 接 続 図  

    を 参 照 し な が ら 配 線 し て く だ さ い 。 も し 誤 っ て 配 線 し ま す と セ ン サ や 入 出 力 回 路 が  

    破 損 す る お そ れ が あ り ま す 。  
 

  ４ ） 端 子 台 に 配 線 す る 時 は リ ー ド 線 を 奥 ま で 確 実 に 差 し 込 ん で く だ さ い 。  
 

  ５ ） セ ン サ 電 源 は セ ン サ 以 外 の 用 途 で 使 用 し な い で く だ さ い 。  
 

  ６ ） セ ン サ 電 源 は ３ ０ mA以 下 で 使 用 し て く だ さ い 。  

 

 



 

 ９ ． 初 期 設 定 値 と 初 期 化  

 

 事 前 に お 客 様 か ら 仕 様 を お 伺 い し て い る 場 合 は そ の 設 定 に 合 わ せ て い ま す が 、 通 常 （ 工 場 出  

 荷 時 ） は 下 記 （ 表 ２ ・ 表 ３ ・ 表 ４ ） の 設 定 値 と な っ て い ま す 。  

 

  （ １ ） 各 モ ー ド の 設 定 値                             表 ２  

モ－ド 初期設定値 設定メモ欄 

ＣＤ Ｆ  Ｇ  Ｈ  Ｉ  Ｆ  Ｇ  Ｈ  Ｉ  

設定内容 

００ ４ ０ ０. ０      瞬時／積算計測：最大入力周波数の設定 

０１   ０ ０      瞬時／積算計測：ＬＯＷカット率の設定 

０２ ４ ０ ０. ０      瞬時計測：最大周波数入力時の表示値の設定 

０３  ０  ０      瞬時計測：最下位桁表示選択・小数点位置設定

０４  ０ ２. ０      瞬時計測：表示サンプリング時間の設定 

０５  ０ ２. ０      瞬時計測：オートゼロ時間の設定 

０６ ３. ６ ０ ３      積算計測：１時間当たりの最大積算値の設定 

０７  ０  １      積算計測：オーバー表示選択・小数点位置設定

０８ ０ ０. ０ ５      積算計測：積算同期パルス出力設定 

０９ ０ ０ ０ ０      警報出力（ＯＵＴ１） 

１０ ０ ０ ０ ０      警報出力（ＯＵＴ２） 

１１  １ ３ ０      アナログ出力選択 

１２ １ ０ ０ ０      アナログ最大出力時の表示値の設定 

 

１３ ０ ０ ０ ０      表示ブランク・リセット時間・外部入力 

 

 

 

  （ ２ ） 各 警 報 出 力 の プ リ セ ッ ト 設 定 値                      表 ３  

OUT 初期設定値 設定メモ欄 

ＢＣＤ Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ  Ｉ  Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ Ｉ  

 

設定内容 

Ｃ＿１ ９ ９ ９ ９. ９       積算計測：ＯＵＴ１プリセット値 

Ｃ＿２ ９ ９ ９ ９. ９       積算計測：ＯＵＴ２プリセット値 

Ｓ＿１  ９ ９ ９ ９       瞬時計測：ＯＵＴ１プリセット値 

 

Ｓ＿２  ９ ９ ９ ９       瞬時計測：ＯＵＴ２プリセット値 

 

 

 

  （ ３ ） 表 示 オ フ セ ッ ト 設 定 値 （ 積 算 計 測 の み ）                  表 ４  

 初期設定値 設定メモ欄 

ＢＣＤ Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ  Ｉ  Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ Ｉ  

 

設定内容 

 

ｏＦＦ ０ ０ ０ ０. ０       積算計測：表示オフセット値 

 

 

 初 期 化  

    リ セ ッ ト キ ー を 押 し な が ら 電 源 を 投 入 す る こ と に よ り 初 期 化 を 行 う こ と が で き ま す 。  

   初 期 化 後 、 各 設 定 値 は 表 ２ 、 表 ３ 、 表 ４ の と お り の 設 定 値 に な り ま す 。  

 

 注 意  

   初 期 化 を 行 う と 現 在 の 設 定 値 が す べ て 初 期 設 定 値 と な り ま す の で 、 初 期 化 を 行 う 場 合 は  

   予 め 現 在 の 設 定 値 の 記 録 を 残 し て か ら 実 行 し て く だ さ い 。  

 

 ※  ノ イ ズ 等 で 内 部 の コ ン ピ ュ ー タ が 暴 走 し た 場 合 は 上 記 の 方 法 で 初 期 化 を 行 い 、 希 望 の 設  

   定 値 に 合 わ せ 直 し て く だ さ い 。  

 

 

 

 １ ０ ． モ ー ド 設 定 値 の 変 更 の し か た と 各 内 容  

 

 （ １ ） モ ー ド 設 定 の キ ー 操 作 方 法  
 

  各 モ ー ド を 設 定 す る 時 は 、 下 図 の と お り 各 キ ー の 操 作 を 行 っ て く だ さ い 。      
 

操作キー  表示部  操作内容  

 

   Ｍ  ＋     

   

   

           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 上段               ０ ０ 

        Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ  Ｉ 

 下段       ４  ０  ０．０ 

  Ｍ  キーを押してから    キーを同時に 

２秒以上押します。 

 表示器Ｃ，Ｄに"００"が表示され、モード００ 

 が呼び出されたことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 上段               ０ ０ 

        Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ  Ｉ 

 下段       ４→０→０．→０ 

            └────←┘ 

 点滅表示の位置（桁）を変更します。 

 １度押すごとに１つずつ右へ移動します。 

   

 

 

 

 
 

 

      ∧  

           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 上段               ０ ０ 

        Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ  Ｉ 

 下段       ４ １  ０．０ 

 点滅表示している数値を変更します。 

 １度押すごとに数値が１ずつ上がります。 

 （０→１→・・・→９→０→・・・） 

 

      Ｍ  

           Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 上段               ０ １ 

        Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ  Ｉ 

 下段           ０  ０ 

 モードNo.を変更します。 

 １度押すごとにモードNo.が１ずつ上がってい 

 きます。モードは全部で１３まであります。 

 １３まで上がると００に戻ります。 

 

    ＲＥＳ 

 
 設定値を登録します。各設定が終了しましたら 

 このキーにて登録してください。 

 登録終了後、計測表示へ戻ります。 

 

 

 

 （ ２ ） モ ー ド 内 容 と 設 定 値  
 

 モードNo.  瞬時／積算計測：最大入力周波数の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           最大入力周波数 ０００．１～９９９．９Ｈｚ

                              （０００．０は１０００Ｈｚとします） 

  入力される周波数の最大値を入力してください。 

  設定範囲は０.１Hz～１０００Hzです。 

 

 

    ００ 

  アナログ入力タイプの場合は下記の周波数を設定してください。 

  （内部でのＶ／Ｆ[アナログをパルス]に変換した周波数がこのようになっ 

     ているためです。） 

   ・アナログ電流入力（Ａ２タイプ）４～２０mAにおいて最大入力 ２０mA ⇒  ４００.０Hz 

   ・アナログ電圧入力（Ａ３タイプ）１ ～ ５Ｖにおいて最大入力   ５Ｖ ⇒  ４００.０Hz 

   ・アナログ電圧入力（Ａ４タイプ）０ ～ ５Ｖにおいて最大入力   ５Ｖ ⇒  ５００.０Hz 

   ・アナログ電圧入力（Ａ５タイプ）０ ～１０Ｖにおいて最大入力  １０Ｖ ⇒ １０００.０Hz 

 
 
 
 
 

 モードNo.  瞬時／積算計測：ＬＯＷカット率の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           ＬＯＷカット率 ０～２９％ 

 

 

    ０１ 

  最大入力周波数の何％以下の入力について計測させたくない場合に、その 

 ％の値を入力します。計測時に最大入力周波数の設定された％以下の周波数に 

 ついては瞬時及び積算計測しません。 

 
 
 
 
 

 モードNo.  瞬時計測：最大周波数入力時の表示値の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           瞬時表示値 ０．００１～９９９９． 

                                      （小数点位置も設定可） 

 

 

    ０２ 

   

  最大周波数を入力時の瞬時表示値を設定してください。 

 設定中に、小数点が点滅中は小数点の位置を変更できますので、組み合わせて 

 任意の値に設定してください。※計測表示の小数点位置とは関連はありません。

（小数点位置はｘｘｘ．ｘ ⇒ ｘｘ．ｘｘ ⇒ ｘ．ｘｘｘ ⇒ ｘｘｘｘ． ⇒ ｘｘｘ．ｘと移動します。）
 

  ※００００は設定しないでください。 

 

         ０ ０ 

         ０ １ 

     ４ ０ ０．０ 

         ０ ２ 

     ４ ０ ０．０ 

         ０ ０ 



 

 

 モードNo.  瞬時計測：最下位桁表示選択、小数点位置の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                            小数点位置 

                              ０：    ０   ２： ０．００ 

                              １：  ０．０   ３：０．０００ 
 
                      最下位桁表示選択 

                        ０：リアル表示 

                        １：下位桁０固定 

                        ２：下位桁０又は５を表示 

 小数点位置：瞬時表示の小数点の位置を設定します。 

 

 

 

    ０３ 

 最下位桁表示選択：瞬時表示の最下位桁（１番右桁）の表示方法を設定します。

                 “２ ”に設定した場合、０～４は０、５～９は５を表示します。

                 最下位桁にチラツキがある場合に使用してください。 

 
 
 
 
 
 
 

 モードNo.  瞬時計測：表示サンプリング時間 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           表示サンプリング時間 

                             ００.０～９９.９秒（小数点位置固定） 

 

 

 

    ０４ 

  入力信号をこの設定された時間で計測し、その平均値を演算表示するものです。

したがって設定された時間ごとに平均化して更新することになります。 

  この設定はチラツキ防止や表示安定に使用してください。 

  尚、００.０秒と設定した場合は平均値ではなく１信号毎に演算表示をします。

 
 
 
 
 
 
 

 モードNo.  瞬時計測：オ－トゼロ時間の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           オートゼロ時間 

                             ００.０～９９.９秒（小数点位置固定） 

                             （００．０は機能停止） 

 

 

 

    ０５ 

 入力信号がこの設定された時間内に１パルスも入らない場合に、瞬時表示値 

 を"０"に戻す機能です。 

   ００.０秒と設定した場合は、この機能は停止し、信号が入力されなくなって 

 も表示を残したままになりますので注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 モードNo.  積算計測：１時間当たりの最大積算値の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                            ＥＸＰ値（１０ｎ） ｎ＝０～６ 

                             

                        ３桁数値 

                          ０ .０１～９.９９（小数点位置固定） 

 

 

    ０６ 

 
  １時間当たりの最大積算値を入力します。設定方法はＦ～Ｈに３桁の数値、 

 ＩにＥＸＰ値（１０の乗数）を入力します。 
 

 〔例〕１時間当たりの最大積算値が１０００の場合 

      １０００＝１．００×１０ ３ となり、３桁数値１．００、ＥＸＰ値３と 

      設定します。                           F G H           I 

 
 
 
 
 
 

 モードNo.  積算計測：オーバー表示選択，小数点位置の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                            小数点位置 

                              ０：     ０   ３： ０．０００ 

                              １：   ０．０   ４：０．００００ 

                              ２：  ０．００ 
 
                      オーバー表示 

                        ０：９９９９９点滅表示 

                        １：５桁エンドレス表示 

                        ２：１０桁エンドレス表示 

 小数点位置：積算表示の小数点位置を設定します。 

 

 

    ０７ 

 オーバー表示：表示値が "９９９９９" をこえた時の処置方法を選択します。 
 

   ０：９９９９９点滅表示 

     ０からカウントし、積算値が９９９９９をこえた場合、点滅表示をします。

    （※積算同期パルス出力は９９９９９をこえても出力し続けます。） 
 

   １：５桁エンドレス表示 

     エンドレスで表示します。積算値が５桁（９９９９９）をオーバーすると 

    表示は０００００．となり、続けてカウントアップします。 

   オーバー表示の認識として、最下位桁（１番右桁）の小数点が点滅します。

     （ ※ ９ ９ ９ ９ ９ を オ ー バ ー し て も 警 報 出 力 、 ア ナ ロ グ 出 力 は 解 除 さ れ ま せ ん 。 ）  
 

  ２：１０桁エンドレス表示 

       エンドレスで表示します。積算値が５桁（９９９９９）をオーバーすると

     表示は０００００．となり、続けてカウントアップします。 

（最下位桁（１番右桁）の小数点が点滅し５桁オーバーを知らせます。） 

オーバーした６桁目以上はアップキーを押している間表示します。 

上位５桁がオーバー（１０桁オーバー）すると０００００．となり続けて

カウントアップします。 

    （ ※ 5桁 及 び 10桁 オ ー バ ー し て も 警 報 出 力 、 ア ナ ロ グ 出 力 は 解 除 さ れ ま せ ん 。 ）  

 

            【１０桁オーバー表示 】 

        ＜上位５桁＞  ＜下位５桁＞ 

         ９９９９９    ９９９９９． 

           ↓       ↓ 

         ０００００．   ０００００． 

         アップキーONで表示     通常表示 

 

 

       ０ ２．０ 

         ０ ４ 

       ０ ２．０ 

         ０ ５ 

       ０   ０ 

         ０ ３ 

     ３．６ ０ ３ 

         ０ ６ 

       ０   １ 

         ０ ７ 



 
 

 モードNo.  積算計測：積算同期パルス出力設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           パルス出力幅の設定 

                             ０ .０１～１.９９秒（０.００は２秒） 
 
                  出力桁選択 

                    ０：機能停止        ３：３桁目（Ｇ） 

                    １：１桁目（Ｉ）    ４：４桁目（Ｆ） 

                    ２：２桁目（Ｈ）    ５：５桁目（Ｅ） 

 

     ※積算同期パルスはＯＵＴ１より出力されますのでこの機能を使用した 

       場合は警報出力としてのＯＵＴ１の機能は停止します。 

 パルス出力幅：積算同期パルスの出力幅を設定します。 

 出力桁：どの桁の表示が変わった時パルスを出力するかを設定します。 

 

 

 

    ０８ 

 

 ※パルス出力幅は出力桁の表示が変わるごとに更新されますので、出力表示の 

  変わる時間よりも長く設定されますと出力が連続して出ますので注意して 

  ください。 

 
 
 
 
 
 

 モードNo.  ＯＵＴ１：警報出力設定 

 
  ※モード０８の積算同期パルス出力で「機能停止」以外を選択した場合、OUT1

   は積算同期パルス出力として機能します。警報出力として使用する場合は 

   モード０８の積算同期パルス出力で「機能停止」を選択してください。 

 
 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           出力モード （２～９は１ショット出力） 

                             ０：比較 

                             １：保持 

                             ２： １０ｍｓ 

                             ３： ２０ｍｓ 

                             ４： ５０ｍｓ 

                             ５：１００ｍｓ 

                             ６：２５０ｍｓ 

                             ７：５００ｍｓ 

                             ８：１ｓｅｃ 

                             ９：２ｓｅｃ 
 
                           上下限選択 

                             ０：上限 

                             １：下限 
 
                           出力選択 

                             ０：出力しない 

                             １：瞬時計測 

                             ２：積算計測 
 
                           判定出力禁止時間 

                             ０： ０秒（即） ５： ８秒 

                             １： １秒    ６：１０秒 

                             ２： ２秒    ７：２０秒 

                             ３： ３秒    ８：３０秒 

                             ４： ６秒    ９：６０秒 

 

 

 

   ０９ 

 出力モード：警報出力の出力時間を設定します。 

   ０：比較・・・表示値が上限・下限の設定値（プリセット値）をこえた時に 

                 出力します。元に戻ると出力ＯＦＦとなります。 

   １：保持・・・表示値が上限・下限の設定値（プリセット値）をこえた時に 

                 出力します。１度出力するとリセットするまで保持します。 

   ２～９：１ショット・・・表示値が上限・下限の設定値（プリセット値）を 

                           こえた時に設定された幅のパルスを１回出力します。

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 上下限選択：表示値が設定値（プリセット値）よりも上限で出力するか、下限で

            出力するかを設定します。 

 出力選択：警報出力の機能を瞬時計測時に使用するか、積算計測時に使用するかを

          設定します。出力しないに設定すると機能は停止します。 

 判定出力禁止時間：電源投入後、及びリセット後から何秒後に警報出力を機能 

                 させるかを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 〔例〕電源投入後、３秒後に警報出力を瞬時計測で表示値がプリセット値よりも

      上限で保持出力したい場合の設定は、下記のようになります。 
 

                      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

           上段      

                   Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

           下段 

 
 
 
 
 
 

 モードNo.  ＯＵＴ２：警報出力設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           出力モード （２～９は１ショット出力） 

                             ０：比較 

                             １：保持 

                             ２： １０ｍｓ 

                             ３： ２０ｍｓ 

                             ４： ５０ｍｓ 

                             ５：１００ｍｓ 

                             ６：２５０ｍｓ 

                             ７：５００ｍｓ 

                             ８：２５０ｍｓ（積算計測時のみ０復帰動作）

                             ９：５００ｍｓ（積算計測時のみ０復帰動作）
 
                           上下限選択 

                             ０：上限 

                             １：下限 
 
                           出力選択 

                             ０：出力しない 

                             １：瞬時計測 

                             ２：積算計測 
 
                           判定出力禁止時間 

                             ０： ０秒（即） ５： ８秒 

                             １： １秒    ６：１０秒 

                             ２： ２秒    ７：２０秒 

                             ３： ３秒    ８：３０秒 

                             ４： ６秒    ９：６０秒 

  各設定は“モード０９”（警報出力ＯＵＴ１）と同様です。 

 

 

    １０ 

  ０復帰動作・・・表示値が上限の設定値（プリセット値）をこえた時に、 

          設定された幅のパルスを出力し、表示をオフセット 

          値に戻します。 
 

  ※１ ０復帰動作は上限でのみ動作します。（下限の場合は１ショットのみです）

  ※２ プリセット値は表示オフセット値よりも必ず大きい値を設定してください。

  ※３ 計測を始める前に必ず１度リセットしてください。 

  ※４ 瞬時計測では１ショット出力のみで０復帰はいたしません。 

 

 

 

     ０ ０ ０ ０ 

         １ ０ 

     ０ ０ ０ ０ 

         ０ ９ 

     ０ ０．０ ５ 

         ０ ８ 

     ３ １ ０ １ 

         ０ ９ 



 

 

 モードNo.  アナログ出力選択 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           表示桁選択（積算計測時のみ設定） 

                             ０：表示右４桁   １：表示左４桁 
 
                       出力レンジ 

                        ０：４～２０mA  ２：０～  ５Ｖ 

                        １：１～  ５Ｖ   ３：０～１０Ｖ 
 
                   瞬時／積算の選択 

                     ０：瞬時計測（リアルタイム） 

                     １：瞬時計測（表示サンプリング時間と同期） 

                     ２：積算計測 

 表示桁選択：積算計測時どの表示４桁に対して比較出力するかを設定します。 

 

 

 

                      右４桁 

                    左４桁 

 出力レンジ：アナログ出力（電圧または電流）のレンジを設定します。 

   ※電流出力から電圧出力、電圧出力から電流出力に設定するときは内部のスイッチを切り換 

   えなければならないので、"アナログ出力の調整のしかた" を参照してください。 

 

 

 

    １１ 

 

 瞬時／積算の選択：どちらの表示値に対し出力するかを選択します。 

   ０：瞬時計測（リアルタイム） 

      瞬時計測に対してリアルタイムで出力します。 

※瞬時計測（リアルタイム）での出力精度（±0.3%F.S.以内） 

保証は、3KHz max となります。 

   １：瞬時計測（表示サンプリング時間と同期） 

      瞬時計測の表示サンプリング時間に同期して出力します。 

   ２：積算計測 

      積算表示値に対してリアルタイムで出力します。 

 
 
 
 
 
 

 モードNo.  アナログ最大出力時の表示値の設定 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
 

                           表示値 ０００１～９９９９ 

                           （００００は設定しないでください） 

 アナログ出力値が最大の時の表示値を設定します。 

 表示４桁が“500.0” でも“50.00” でも小数点を無視した４桁を設定してください。 

 

 

 

    １２ 

 

〔例〕 アナログ出力をレンジＤＣ０～５Ｖで、瞬時表示値に同期して 

    出力し、表示値が５００．０になった時に出力を最大（５Ｖ）に 

    したい場合の設定は下記のようになります。 
 

            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モード１１ 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段                       Ｇ：１（瞬時表示値に対して同期出力） 

                            Ｈ：２（電圧出力 ＤＣ０～５Ｖ） 

                            Ｉ：０（この設定は瞬時の場合、関係なし）
 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モード１２ 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段                      Ｆ～Ｉ（最大出力時の表示値を５０００） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 モードNo.  表示ブランク選択、リセット時間選択、外部入力選択 

 
            Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段                      モードＮｏ． 

         Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 
 
                           外部入力選択 

                             ０：禁止入力   １：ホールド入力 

                       リセット時間 

                        ０：２秒   １：即（ＯＮエッジ） 

                   積算表示 

                    ０：ブランクにしない   １：ブランクにする 

                瞬時表示 

                 ０：ブランクにしない   １：ブランクにする 

 外部入力選択：端子台５番、６番間 

   ０：禁止入力・・・・・この入力が入るとセンサの入力を一切受け付けません。 

   １：ホールド入力・・・現在の表示を保持し点滅表示させます。 

                       内部では計測演算されています。 

 リセット時間：前面リセットキー動作についての設定をします。 

  ０：２秒・・・リセットキーを２秒以上押した後、計測をリセットします。 

  １：即・・・・リセットキーが押されたときに、計測をリセットします。 
 

  ※１ 外部リセット入力は、この設定に関係なく即リセットです。 

  ※２ リセットは積算計測のリセット、および各警報出力解除を 

     行います。 

  ※３ 瞬時計測はリセットしません。 

 積算表示ブランク： 

  計測時に積算の計測値を表示するかしないかを設定します。表示ブランク 

  するに設定した場合は、積算表示、および積算計測に関係する各ランプが 

  点灯しません。 

 

 

    １３ 

 

 瞬時表示ブランク： 

  計測時に瞬時の計測値を表示するかしないかを設定します。表示ブランク 

  するに設定した場合は、瞬時表示、および瞬時計測に関係する各ランプが 

  点灯しません。 

 

 

 

 

 

 

 １ １ ． 警 報 プ リ セ ッ ト 値 設 定 の 呼 び 出 し か た と 変 更 の し か た  

 

  警 報出 力 時の 上限 及 び 下限 の プリ セッ ト 値 （設 定 値） を設 定 し ます 。  

  設 定範 囲 は、 積算 計 測 （０ ～ ９９ ９９ ９ ） 、瞬 時 計測 （０ ～ ９ ９９ ９ ）と なっ て い ます 。  
 

操作キー 表 示 部  操 作 手 順  

  キーを２秒以上押します。 
 

      Ｍ  

          Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

   上段          Ｃ ＿ １ 

      Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段  ９ ９ ９ ９ ９ 

 表示器Ｂ～Ｄに“Ｃ＿１”と表示され 

 積算計測時のＯＵＴ１のプリセット値 

 設定となります。 

 

         

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

   上段          Ｃ ＿ １ 

     Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

   下段 ９→９→９→９→９ 

         └──────←┘ 

 点滅表示の位置を変更します。 

 １度押すごとに１つずつ右へ移動し 

ます。 

   

      ∧  

 上段    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

                 Ｃ  ＿ １ 

 下段   Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

        ９ ０ ９ ９ ９ 

 点滅表示している数値を変更します。 

 １度押すごとに数値が１ずつ上がり 

 ます。 

 （０→１→・・・→９→０→・・・） 

 

 

 

 Ｍ  

     ０ ０ ０ ０ 

         １ ３ 

     １ ０ ０ ０ 

         １ ２ 

       １ ２ ０ 

         １ １ 

     ５ ０ ０ ０ 

         １ ２ 

       １ ３ ０ 

         １ １ 



 

 
 

   

 

     Ｍ   

 上段    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

                 Ｃ  ＿ ２ 

 下段   Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

        ９  ９ ９ ９ ９ 

 ＯＵＴ＿Ｎｏ．を変更します。 

    ┌→Ｃ＿１→Ｃ＿２→┐ 

    └←Ｓ＿２←Ｓ＿１←┘ 

 ・Ｃ＿１、Ｃ＿２ 積算計測 

 ・Ｓ＿１、Ｓ＿２ 瞬時計測 

 

   

    ＲＥＳ  

   

   

     

 設定値を登録します。各設定が終了 

 しましたら、このキーにて登録して 

 ください。登録終了後、計測表示に 

 戻ります。 

 

 

 

 （ 注 意 １ ） こ の 警 報 出 力 を 瞬 時 計 測 、 積 算 計 測 ど ち ら で 使 用 す る か の 選 択 は “ モ ー ド ０ ９ ”  

      及 び “ モ ー ド １ ０ ” で 行 っ て く だ さ い 。  

 （ 注 意 ２ ） 小 数 点 は 、 瞬 時 計 測 は “ モ ー ド ０ ３ ” で 、 積 算 計 測 は “ モ ー ド ０ ７ ” で 設 定 し た  

      位 置 に 連 動 し て 表 示 さ れ ま す 。  

 

 

 

 

 １ ２ ． 表 示 オ フ セ ッ ト 値 の 呼 び 出 し か た と 変 更 の し か た  

 

 リ セ ッ ト が か か っ た と き の 積 算 表 示 値 を 設 定 し ま す 。 例 え ば 、 オ フ セ ッ ト 値 を  "０ １ ０ ０ ０ "

 と 設 定 し た 場 合 、 リ セ ッ ト が か か る と 表 示 は  "１ ０ ０ ０ " と な り 、 積 算 計 測 は  "１ ０ ０ ０ " か

ら 行 い ま す 。 計 測 を  "０ " か ら 行 い た い と き は 、 オ フ セ ッ ト 値 を  "０ ０ ０ ０ ０ " と 設 定 し て く だ

さ い 。 表 示 の オ フ セ ッ ト 値 の 設 定 方 法 は 下 記 の と お り で す 。  

 設 定 範 囲 は ０ ～ ９ ９ ９ ９ ９ で す 。 積 算 計 測 の み の 機 能 で す 。  

 
 

操作キー  表 示 部  操 作 手 順  

   

  Ｍ  ＋   ∧  

   

        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段     ｏ Ｆ Ｆ 

       Ｅ  Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段  ０ ０ ０ ０ ０ 

  Ｍ  キーを押してから  ∧ キーを同時

 に２秒以上押します。表示器Ｂ～Ｄに 

 ｏＦＦと表示され表示器Ｅ～Ｉに現在 

 の設定値が表示されます。 

 

         

   

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

   上段          ｏ Ｆ Ｆ 

     Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段 ０→０→０→０→０ 

         └──────←┘ 

 点滅表示の位置を変更します。 

 １度押すごとに１つずつ右へ移動し 

 ます。 

   

      ∧  

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

  上段         ｏ Ｆ Ｆ 

      Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段  ０ １ ０ ０ ０ 

 点滅表示している数値を変更します。 

 １度押すごとに数値が１ずつ上がり 

 ます。 

 （０→１→・・・→９→０→・・・） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＲＥＳ  

 
 設定値を登録します。設定終了後、 

 このキーにて登録してください。 

 登録終了後、計測表示に戻ります。 

 （但し、このオフセット値は表示され 

 ません。） 

 

 
 
 

 

    ＲＥＳ  

 

       Ｅ  Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 

  下段      １ ０ ０ ０ 

 オフセット値の登録終了後、このキー 

 を押すと設定されたオフセット値が 

 表示されます。次の積算計測はこの表 

 示（設定）値から行います。 

 

 

  （ 注 意 １ ） 表 示 値 の 小 数 点 位 置 は “ モ ー ド ０ ７ ” と 連 動 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ ３ ． ア ナ ロ グ 出 力 の 調 整 の し か た  

 

 お 客 様 の 仕 様 に 合 わ せ て 設 定 さ れ て い ま す が 、 ア ナ ロ グ 出 力 電 圧 ／ 電 流 を 変 更 さ せ る 場 合 は 、  

 下 記 の 手 順 に し た が っ て 変 更 し て く だ さ い 。  

（ ※ 電 圧 出 力 （ Ａ Ｖ ） タ イ プ ⇔ 電 流 出 力 （ Ａ Ｉ ） タ イ プ を 変 更 し な い 場 合 は 手 順 ④ か ら 操 作 を  

 行 っ て く だ さ い 。 ）  

 

  ①  フ ロ ン ト 部 左 右 の 引 っ か か り を 押 し 外 し 、 内 部 の 基 板 を 引 き 出 し て く だ さ い 。  

  ②  ス イ ッ チ を 切 り 換 え ま す 。 [上側が電圧出力（ＡＶタイプ）／下側が電流出力（ＡＩタイプ）] 

  ③  基 板 を ケ ー ス 本 体 に 入 れ て く だ さ い 。  

  ④    M  キ ー を 押 し な が ら 電 源 を 入 れ 、 テ ス ト モ ー ド に し ま す 。  

  ⑤    M  キ ー を 押 し て い き 、 ア ナ ロ グ 出 力 テ ス ト  "ｄ Ａ １ " に 合 わ せ ま す 。  

  ⑥  以 下 の 数 値 に な る よ う に そ れ ぞ れ ゼ ロ ボ リ ュ ー ム 、 ス パ ン ボ リ ュ ー ム を 数 回 繰 り 返 し  

    調 整 し て く だ さ い 。 （ 調 整 は 必 ず ゼ ロ ボ リ ュ ー ム か ら 行 っ て く だ さ い 。 ）  

 

     電 圧 出 力 の 場 合  

   表 示値    電 圧値  
 

     ００      ０Ｖ    ゼ ロボ リ ュー ムを 回し てく ださ い 。 

 

   １ ００    １ ０Ｖ    ス パン ボ リュ ーム を回 して くだ さ い。

 

 

     電 流 出 力 の 場 合  

  表 示値   電 流値  
 

   ２０    ４ｍ Ａ   ゼ ロボ リ ュー ムを 回し てく ださ い 。 

 

  １ ００   ２ ０ｍ Ａ   ス パン ボ リュ ーム を回 して くだ さ い。

 

 

  ⑦  電 源 を 再 度 入 れ 直 し て 、 “ モ ー ド １ １ ” の 出 力 レ ン ジ を 設 定 し て く だ さ い 。  

 

 

                                      図 １ １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユ ー ア イ ニ ク ス 株 式 会 社  

 

                本         社 ： 〒 593-8311 大 阪 府 堺 市 西 区 上 １ ２ ３ － １  

                              TEL 072-274-6001 FAX 072-274-6005 

               東 京 営 業 所                ： TEL 03-5256-8311 FAX 03-5256-8312 

 

※  改 良 の た め 、 仕 様 等 は 予 告 無 く 変 更 す る 場 合 が あ り ま す の で 予 め ご 了 承 く だ さ い 。  


